
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

人口

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

尾三地域循環型社会形成推進地域計画

地域の要件がその他の場合は
具体的に記載

構成市町村等（作成者）名

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※

尾三衛生組合（昭和49年４月設立）

5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

令和６年１１月２６日

日進市、みよし市、東郷町、尾三衛生組合

85.13㎢「令和６年度全国都道府県市町村別面積調（１月１日時点）」
日進市：34.91㎢、みよし市：32.19㎢、東郷町：18.03㎢

199,164人
日進市：93,881人（令和６年４月１日時点）みよし市：61,380人（令和６年４

月１日時点）東郷町：43,903人（令和６年３月末時点）

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、過
疎地域に該当がある市町村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

開始年月日

終了年月日

日進市、みよし市、東郷町

令和7年4月1日

令和12年3月31日
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定の場合

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済の場合

日進市：令和６年４月、みよし市：令和５年10月、東郷町：令和５年７月

　愛知県では、広域化・集約化を計画的に進め、循環型社会の実現を図るため、市町村の意見等を踏まえ
ながら「愛知県ごみ処理広域化・集約化計画」を策定している。 その中で当該地域は、尾張東部・尾三ブ
ロックとして位置づけられており、令和３年３月に策定した「尾張東部・尾三地域広域化ブロックごみ処
理における広域化計画」で、地域内行政区域全域を処理区域として、現存するごみ焼却施設を１施設に統
合して整備する計画となっている。現在、尾張東部・尾三ブロックの協議会を定期的に開催することによ
り、令和44年度に統合すべく協議、立地の選定等を進めていく予定である。

愛知県ごみ処理広域化・集約化計画（令和３年11月）
尾張東部・尾三地域広域化ブロックごみ処理における広域化計画（令和３年３
月）

全ての地域で製品プラスチックを含めた資源回収を行っている

①日本容器包装リサイクル協会への委託（プラ法32条のルート）
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた検討状況
※全ての構成市町村で導入済

の場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称）

【仮置場候補地】
日進市：検討中、みよし市：検討中、東郷町：愛知池運動公園、町民運動広
場、祐福寺グラウンド、和合知々釜グラウンド

日進市災害廃棄物処理基本計画（平成30年３月）、みよし市災害廃棄物処理計
画（令和４年３月）、東郷町災害廃棄物処理計画（令和２年３月）

①構成市町全てで策定済

①全ての構成市町で導入済有料化導入状況
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和５年度 令和11年度 現状比

199,164 208,706 4.8%

14,683 14,810 0.9%

41,130 43,458 5.7%

397 392 -1.3%

　その他排出量（トン） 2,623 2,657 1.3%

　⑤総排出量（トン） 58,436 60,925 4.3%

802 800 -0.2%

　再生利用量 12,957 14,368 10.9%

22% 24%

　最終処分量 4,320 4,538 5.0%

7% 7%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 0 0

　年間の熱利用量（GJ） 84,390 84,390

特記事項

　①総人口（人）

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　⑦総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　⑧埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

・東郷美化センターエコサイクルプラザでは、日進市、みよし市、東郷町の住民を対象と
する、ごみ焼却施設の余熱を利用した入浴施設がある。
・年間の熱利用量（GJ）については、令和５年度、11年度共に仕様値を使用している。

　排出量

　②事業系ごみ排出量（トン）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数
〔単位：ｇ/人日〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

⑤総排出量：②＋③＋その他排出量の和〔単位：トン〕

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕
及び熱利用量〔単位：GJ〕

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。
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予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

　③が増加予測となるのは、構成市町人口推計によれば、人口の増加を予測しているためである。また、人口
の増加に伴い経済活動が拡大することで、事業活動から生じるごみの量も増加するため、②も増加予測とな
る。
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和5年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

58,436 t
リサイクル率

22.2%

処理残さ量

7,379 t
排出量 計画処理 13.2%

55,813 t
100.0% 減量化量

41,159 t
自家処理量 73.7% 最終処分量

4,320 t
7.7%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和11年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

60,925 t
リサイクル率

23.6%

処理残さ量

7,849 t
排出量 計画処理 13.5%

58,268 t
100.0% 減量化量

42,019 t
自家処理量 72.1% 最終処分量

0 t 4,538 t
7.8%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

14,368 t

36 t

0.0%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

3,335 t8,376 t

7,239 t

2,623 t 12,957 t

55,813 t
48,538 t 4,284 t

2,657 t

0 t

直接資源化量

58,268 t
4,514 t

5.7%

7.7%

14.4%

85.6%
49,868 t

24 t

0.1%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

3,095 t
5.5%

87.0%

13.0%

7.7%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量
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（３）各構成市町村の一般廃棄物の処理の現状と目標

現状

令和５年度 令和11年度 現状比

5,351 5,978 11.7%

18,115 17,945 -0.9%

1,880 1,904 1.3%

25,346 25,827 1.9%

6,378 6,666 4.5%

25% 26%

1,462 1,558 6.6%

6% 6%

現状

令和５年度 令和11年度 現状比

6,487 5,525 -14.8%

13,872 15,410 11.1%

69 70 1.4%

20,428 21,005 2.8%

3,655 4,476 22.5%

18% 21%

2,105 2,175 3.3%

10% 10%

現状

令和５年度 令和11年度 現状比

2,845 3,307 16.2%

9,143 10,103 10.5%

674 683 1.3%

12,662 14,093 11.3%

2,924 3,226 10.3%

23% 23%

753 805 6.9%

6% 6%

目標

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

日進市

みよし市

　総排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　事業系ごみ排出量（トン）

　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　排出量

　再生利用量

　最終処分量

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

東郷町

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　事業系ごみは可燃ごみ、粗大ごみを処理対象とし、家庭系ごみと同様に処理・処分を行っている。 今
後も、この処理体制を継続していくものとする。

　上記（１）の今後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表３のとおり必要な施設整備、表４のと
おり計画支援事業等を行う。また、参考として現有施設の一覧を表５で示す。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

　分別区分及び処理方法については、表２のとおりである。
　可燃ごみについては、東郷美化センターごみ焼却施設で焼却処理を行い、発生した焼却灰から鉄類を回
収している。その後、焼却残渣（焼却灰、飛灰）の一部は委託による最終処分を行い、分別した鉄類と一
部の焼却灰はセメント原料化する等、資源化を行っている。
　金属、粗大ごみについては、東郷美化センターリサイクルプラザで破砕・選別を行い、資源物を回収し
ている。処理後に発生する可燃性残渣は東郷美化センターごみ焼却施設で焼却処理、不燃性残渣は委託に
よる埋立処分を行っている。
　陶磁器・ガラスは、手選別のうえ陶磁器・ガラス及びガラスびんに分別し、資源化を行っていたが、令
和5（2023）年度から陶磁器・ガラスを埋立処分に変更し、ガラスびんについては現行通りである。
　また、乾電池及び蛍光管は、東郷美化センター資源回収ストックヤードにて一時保管した後、資源化を
行っている。
　紙類やびん・かん、ペットボトル等の資源ごみについては、東郷美化センター資源回収ストックヤード
及び構成市町で回収後、民間資源化施設で資源化を行っている。
　今後もこの処理体制を継続していくとともに、各構成市町でプラスチック製品の資源化を行うなど、ご
みの排出抑制及び資源化を一層推進し、令和16年度以降は新可燃ごみ処理施設及び新粗大・不燃ごみ処理
施設での処理を行っていく予定である。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

　現状、一般廃棄物処理施設で産業廃棄物の処理は行っていない。今後も産業廃棄物を受け入れる予定は
ない。

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 

8



表２　尾三地域各市町村の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等

可燃ごみ
焼
却

尾三衛生組合
東郷美化セン
ターごみ焼却
施設

可燃ごみ
焼
却

尾三衛生組合
東郷美化セン
ターごみ焼却
施設

可燃ごみ
焼
却

尾三衛生組合
東郷美化セン
ターごみ焼却
施設

可燃ごみ
焼
却

尾三衛生組合
東郷美化セン
ターごみ焼却
施設

可燃ごみ
焼
却

尾三衛生組合
東郷美化セン
ターごみ焼却
施設

可燃ごみ
焼
却

尾三衛生組合
東郷美化セン
ターごみ焼却
施設

粗大ごみ 粗大ごみ 粗大ごみ 粗大ごみ 粗大ごみ 粗大ごみ

金属 金属 金属 金属 金属 金属

蛍光管 蛍光管 蛍光管 蛍光管 蛍光管 蛍光管

乾電池 乾電池 乾電池 乾電池 乾電池 乾電池

陶磁器・ガ
ラス

そ
の
他

陶磁器・ガラ
ス：民間施設で
埋立
ガラスびん：民
間資源化施設

陶磁器・ガ
ラス

そ
の
他

陶磁器・ガラ
ス：民間施設で
埋立
ガラスびん：民
間資源化施設

陶磁器・ガ
ラス

そ
の
他

陶磁器・ガラ
ス：民間施設で
埋立
ガラスびん：民
間資源化施設

陶磁器・ガ
ラス

そ
の
他

陶磁器・ガラ
ス：民間施設で
埋立
ガラスびん：民
間資源化施設

陶磁器・ガ
ラス

そ
の
他

陶磁器・ガラ
ス：民間施設で
埋立
ガラスびん：民
間資源化施設

陶磁器・ガ
ラス

そ
の
他

陶磁器・ガラ
ス：民間施設で
埋立
ガラスびん：民
間資源化施設

紙類 紙類 紙類 紙類 紙類 紙類

プラスチッ
ク製容器包
装

プラスチッ
ク資源

プラスチッ
ク資源

資源プラス
チック

プラスチッ
ク資源

プラスチッ
ク資源

ペットボト
ル

ペットボト
ル

びん
ペットボト
ル

ペットボト
ル

びん

食品白トレ
イ

びん かん
食品白トレ
イ

びん かん

びん類 かん 小型家電 びん類 かん 小型家電

かん類
小型家電製
品

その他 かん類
小型家電製
品

その他

発火性危険
物

その他
発火性危険
物

その他

CD・DVDケー
ス

CD・DVDケー
ス

ぼろ布 ぼろ布

電子機器 電子機器

その他 その他

※現行の体制と同じである

今　　　後（R11年度）

日進市 みよし市 東郷町

リ
サ
イ
ク
ル

破
砕
・
選
別

尾三衛生組
合東郷美化
センターリ
サイクルプ
ラザ
※蛍光管・
乾電池は資
源回収ス
トックヤー
ドで保管

尾三衛生組
合東郷美化
センターリ
サイクルプ
ラザ
※蛍光管・
乾電池は資
源回収ス
トックヤー
ドで保管

破
砕
・
選
別

尾三衛生組
合東郷美化
センターリ
サイクルプ
ラザ
※蛍光管・
乾電池は資
源回収ス
トックヤー
ドで保管

リ
サ
イ
ク
ル

現　　　状（R５年度）

日進市 みよし市 東郷町

尾三衛生組
合東郷美化
センターリ
サイクルプ
ラザ
※蛍光管・
乾電池は資
源回収ス
トックヤー
ドで保管

リ
サ
イ
ク
ル

尾三衛生組
合東郷美化
センターリ
サイクルプ
ラザ
※蛍光管・
乾電池は資
源回収ス
トックヤー
ドで保管

尾三衛生組
合東郷美化
センターリ
サイクルプ
ラザ
※蛍光管・
乾電池は資
源回収ス
トックヤー
ドで保管

破
砕
・
選
別

リ
サ
イ
ク
ル

破
砕
・
選
別

リ
サ
イ
ク
ル

破
砕
・
選
別

各構成市町
で回収後、
民間資源化
施設で処理

リ
サ
イ
ク
ル

各構成市町
で回収後、
民間資源化
施設で処理

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

各構成市町
で回収後、
民間資源化
施設で処理

各構成市町
で回収後、
民間資源化
施設で処理

破
砕
・
選
別

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

各構成市町
で回収後、
民間資源化
施設で処理

リ
サ
イ
ク
ル

各構成市町
で回収後、
民間資源化
施設で処理

リ
サ
イ
ク
ル
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表３－Ａ　マテリアルリサイクル推進等のための整備事業

事業番号 1

施設名称
新粗大・不燃ごみ処

理施設

事業主体 尾三衛生組合

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

令和6年3月時点で稼
働開始から25年経過
し、施設の老朽化が
見られるため。

施設種別 リサイクルセンター

処理方式 破砕・選別

処理能力（単位） 10t/日

事業期間 R11～R15

竣工（事業完了）予定年月 R15年度

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

東郷美化センター敷
地内

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

0ｍ

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化地域計画
（計画の名称）

－

プラ要件化の
経過措置の適用

－

プラ施設整備事業 －

CO2削減率
※改良事業の場合

－

スラグの利用計画
※灰溶融施設を整備する場合

－

ストック対象物
※ストックヤードを整備

する場合
乾電池、蛍光管

備考

建設予定地が、土砂
災害警戒区域かつ土
砂災害特別警戒区域

である
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表３－Ｂ　エネルギー回収等のための整備事業

事業番号 2

施設名称 新可燃ごみ処理施設

事業主体 尾三衛生組合

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

令和6年3月時点で、
稼働開始から約26年
経過し、施設の老朽
化が見られるため。

施設種別 未定

型式及び処理方式 未定

処理能力（単位） 191t/日

事業期間 R11～R15

竣工（事業完了）予定年月 R15年度

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

東郷美化センター敷
地内

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

0ｍ

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－

プラ要件化の経過措置 －

エネルギー回収率
※発電・熱回収がある

場合
回収率19.0％

余熱利用の計画 未定

外部供給における利活
用の概要

未定

CO2削減率
※改良事業の場合

－

燃料の利用計画
※ごみ燃料化施設を整

備する場合
未定

バイオガス熱利用率
※バイオガス化施設を

整備する場合
未定

バイオガスの利用計画
※バイオガス化施設を

整備する場合
未定

備考

建設予定地が、土
砂災害警戒区域か
つ土砂災害特別警

戒区域である
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計画１人１日平均排出
量（g）

650g

計画収集人口（人） 211,767人

計画直接搬入量
（t/日）

0t

計画年間日平均処理量
（t/日）

138t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

通知に基づく施設規模
（計画１人１日平均排出量×計画収集人口

＋計画直接搬入量）÷実稼働率

173t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

災害廃棄物処理計画へ
の受入の記載有無

○

災害廃棄物処理量
（見込み％）

10%

災害廃棄物処理量を見込
んだ通知に基づく施設規

模
191t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

適切な施設規模よりも大
きいまたは小さい施設規

模で整備する場合

備考

建設予定地が、土砂
災害警戒区域かつ土
砂災害特別警戒区域

である

エネルギー回収のありなしに関わらず、焼却施設を環境省所管の交付金等を活用し、整備する場合は下記を記載
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表４　施設整備に関する計画支援事業等

事業番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

関連する本体事業の番
号

1、2 1、2 1、2 1、2 1、2 1、2

事業名
施設整備に関する計

画支援事業
施設整備に関する計

画支援事業
施設整備に関する計

画支援事業
施設整備に関する計

画支援事業
施設整備に関する計

画支援事業
施設整備に関する計

画支援事業

事業主体 尾三衛生組合 尾三衛生組合 尾三衛生組合 尾三衛生組合 尾三衛生組合 尾三衛生組合

事業目的
新ごみ処理施設整備

のため
新ごみ処理施設整備

のため
新ごみ処理施設整備

のため
新ごみ処理施設整備

のため
新ごみ処理施設整備

のため
新ごみ処理施設整備

のため

事業概要
基本計画基本設計、
PFI等導入可能性調

査、地歴調査
環境影響評価 測量調査 地質調査

土壌汚染調査
（表層調査）

事業者選定

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○ ○ ○ ○ ○ ○

プラ要件の経過措置 － － － － － －

プラ施設整備事業 － － － － － －

備考
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表５　現有施設一覧

施設種別 ごみ焼却施設 リサイクルプラザ

施設名
東郷美化センター
ごみ焼却施設

東郷美化センター
リサイクルプラザ

施設所有主体 尾三衛生組合 尾三衛生組合

型式及び処理方式 ストーカ式
二軸せん断、高速
回転せん断併用方

式

処理能力（単位） 200（ｔ/日） 55ｔ/日（5h）

エネルギー回収の有無 有 無

竣工年月 H9.11 H11.3

廃止又は休止（予定）年月 R16.3 R16.3

施設所在地
愛知郡東郷町大字
諸論字百々51-23

愛知郡東郷町大字
諸論字百々51-23

想定される浸水深 0ｍ 0ｍ

浸水対策

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

関連性・連続性の
解体

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月

R16.4

完了（予定）年月 R18.3

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

2 1

備考
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

　日進市　：レジ袋の一層の減量を進め、商品購入時における包装の簡素化についても進めていく。
　　　　　　また、生ごみの減量化を推進していくために、堆肥化容器の購入補助制度の周知をしてい
　　　　　　く。
　みよし市：ごみの排出状況を調査し、効果的な減量方法について検討する。また、必要のないものや
　　　　　　すぐごみになるものは買わない、マイバックの持参など、ごみの減量に向けた啓発活動を
　　　　　　行う。リサイクルの促進については、PTA資源化事業の助成を今後も継続していく。
　東郷町　：使い捨ての商品を避け、マイバックやマイ箸、マイボトル、マイカップの利用を拡大してい
　　　　　　く。また、賞味期限切れ前の、家庭内で消費しきることができない食品を、必要な人に寄附
　　　　　　する「フードドライブ」を実施する。資源回収量の増加を図るため、地区資源回収や集団資
　　　　　　源回収を実施した地区や団体に、奨励金を交付していく。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

　日進市　：プラスチック製品の分別・収集の情報を発信していくことで、プラスチックのリサイクル
            促進に努めていく。
　みよし市：プラスチック資源循環促進法を踏まえ、プラスチック類の分別資源化を推進していく。
　東郷町　：地区資源回収及び集団資源回収における回収品目の拡大を検討し、収集運搬体制や処理
            ルートを構築していく。

　ごみ処理手数料有料化については、構成市町で以下のとおり実施している。
　日進市　：燃えるごみ袋の価格→大（35L）10枚入り150円、小（20L相当）10枚入り100円
　　　　　　金属類の価格→大（35L）10枚入り150円、小（20L）10枚入り100円
　　　　　　資源プラスチックの価格→大（60L）10枚入り150円小（35L）10枚入り100円
　　　　　　粗大ごみ収集券→1枚510円

　みよし市：燃えるごみ袋の価格→大（35L相当）10枚入り150円、小（15L相当）10枚入り100円
　　　　　　金属類の価格→大（35L相当）10枚入り150円、小（15L相当）10枚入り100円
　　　　　　資源プラスチックの価格→大（40L）10枚入り150円
　　　　　　陶磁器・ガラスの価格→大（35L相当）10枚入り150円、小（15L相当）10枚入り100円
　　　　　　粗大ごみ収集券→1枚500円

　東郷町　：燃えるごみ袋の価格→大（35L）10枚入り150円、小（20L相当）10枚入り100円
　　　　　　金属類の価格→大（35L）10枚入り150円、小（20L相当）10枚入り100円
　　　　　　資源プラスチックの価格→大（60L相当）10枚入り150円、小（30L相当）10枚入り100円
　　　　　　陶磁器・ガラスの価格→大（35L）10枚入り150円、小（20L相当）10枚入り100円
　　　　　　粗大ごみ収集券→1枚510円

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウムイオン電池に関する対策

　火災事故を未然に防ぐために、リチウムイオン電池の適切な排出方法について、周知啓発を実施してい
る。日進市については、「家庭ごみ＆資源の出し方ガイドブック」において、充電式の家電製品の排出方
法について言及している。ほか構成市町においても、適正処理に向けた検討を引き続き実施する。
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　平成30年３月に策定した日進市災害廃棄物処理基本計画、令和４年３月に策定したみよし市災害廃棄物
処理計画、令和２年３月に策定した東郷町災害廃棄物処理計画に基づく取り組みを推進していくととも
に、組合の災害・事故対応計画の見直しを行い、構成市町で発生する災害廃棄物の迅速な受入・処理を可
能にしている。
　なお、新施設では災害時においても施設の機能を維持し、災害廃棄物の処理に対応可能な施設とする。

　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

　構成市町及び組合では事業系ごみの減量化のため、ホームページやパンフレットを通じて排出指導や組
合での搬入物検査の実施をしている。さらに、不適正排出事業者に対しては、排出物調査等による個別指
導を実施するとともに、事業系一般廃棄物の収集運搬許可業者を通じ、排出事業者へのごみの排出指導を
徹底し、事業系ごみの減量を図る。
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

　構成市町等は、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、構成市町等、
国及び愛知県と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。

　計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の事後評
価、目標達成状況の評価を行う。また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映
させるものとする。なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すも
のとする。

17



総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

3,924,974 0 3,139,979 0 0 0 0 0 0

1 尾三衛生組合 10 t/日 R11 R15 R12 R15 3,924,974 3,139,979 0 全体事業期間：R11～R15

33,060,212 0 24,795,159 0 0 0 0 0 0

2 尾三衛生組合 191 t/日 R11 R15 R12 R15 33,060,212 24,795,159 0 全体事業期間：R11～R15

370,238 370,238 370,238 370,238 111,518 42,295 185,735 27,390 3,300

① 尾三衛生組合 R7 R8 R7 R8 35,233 35,233 35,233 35,233 15,708 19,525

② 尾三衛生組合 R7 R11 R7 R11 192,962 192,962 192,962 192,962 8,030 22,770 150,282 8,580 3,300

③ 尾三衛生組合 R7 R7 R7 R7 3,784 3,784 3,784 3,784 3,784

④ 尾三衛生組合 R7 R7 R7 R7 10,450 10,450 10,450 10,450 10,450

⑤ 尾三衛生組合 R7 R7 R7 R7 73,546 73,546 73,546 73,546 73,546

⑥ 尾三衛生組合 R9 R10 R9 R10 54,263 54,263 54,263 54,263 35,453 18,810

37,355,424 370,238 28,305,376 370,238 111,518 42,295 185,735 27,390 3,300

交付対象事業費（千円）
備　　考

施　設　名　称　等

新可燃ごみ処理施設

事業
番号

事業主体
名　　称

規　模 事業期間
交付金交付

期間

事業番号１及び２のための計画支援
(測量調査）

マテリアルリサイクル推進等のための整備事
業

新粗大・不燃ごみ処理施設

エネルギー回収等のための整備事業

総括表（交付期間における各交付対象事業の概算事業費）

事　業　種　別

計画支援事業等

事業番号１及び２のための計画支援
(廃棄物処理施設整備基本計画
(基本計画・基本設計、
 PFI等導入可能性調査、地歴調査）)

事業番号１及び２のための計画支援
(環境影響評価）

事業番号１及び２のための計画支援
(土壌汚染調査（表層調査））

合     　　計

事業番号１及び２のための計画支援
(事業者選定）

事業番号１及び２のための計画支援
(地質調査）
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一般廃棄物の処理の実績と予測

目標

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

①総人口（人） 196,749 197,801 198,001 198,921 199,164 203,290 204,758 206,227 207,053 207,880 208,706

②事業系ごみ排出量
（トン）

14,178 13,316 13,791 14,601 14,683 14,646 14,575 14,486 14,603 14,714 14,810

③生活系ごみ排出量
（トン）

44,366 44,888 43,638 43,156 41,130 43,768 43,453 43,128 43,240 43,341 43,458

④1人1日当たりの
ごみ排出量
（ｇ/人日）

439 440 428 419 397 404 398 391 391 392 392

その他排出量
（トン）

4,062 3,123 3,081 2,863 2,623 3,214 3,086 2,972 2,860 2,750 2,657

⑤総排出量
（トン）

62,606 61,327 60,510 60,620 58,436 61,628 61,114 60,586 60,703 60,805 60,925

⑥1人1日当たりの
排出量
（ｇ/人日）

869 849 837 835 802 831 818 805 801 801 800

⑦総資源化量
（トン）

13,313 14,133 13,540 13,560 12,957 14,551 14,496 14,451 14,417 14,383 14,368

⑧埋立最終処分量
（トン）

5,769 3,971 4,363 4,164 4,320 4,580 4,543 4,501 4,515 4,526 4,538

生活系ごみ排出量
のうち資源化量
（トン）

12,755 13,090 12,739 12,707 12,176 13,769 13,716 13,676 13,636 13,597 13,577

年間日数
（日）

366 365 365 365 366 365 365 365 366 365 365

指標・単位

予測過去の状況・現状
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4,062 3,123 3,081 2,863 2,623 3,214 3,086 2,972 2,860 2,750 2,657 

44,366 44,888 43,638 43,156 41,130 43,768 43,453 43,128 43,240 43,341 43,458 

14,178 13,316 13,791 14,601 14,683 
14,646 14,575 14,486 14,603 14,714 14,810 

62,606 61,327 60,510 60,620 58,436 61,628 61,114 60,586 60,703 60,805 60,925 
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 事業系ごみ、生活系ごみ、その他排出量の推移

②事業系ごみ排出量

（トン）

③生活系ごみ排出量

（トン）

その他排出量

（トン）

13,313 
14,133 

13,540 13,560 
12,957 

14,551 14,496 14,451 14,417 14,383 14,368 

5,769 

3,971 4,363 4,164 4,320 4,580 4,543 4,501 4,515 4,526 4,538 
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 総資源化量と埋立て最終処分量の推移

⑦総資源化量

（トン）

⑧埋立最終処分量

（トン）
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196,749 
197,801 198,001 

198,921 199,164 

203,290 
204,758 

206,227 
207,053 

207,880 
208,706 
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 総人口の推移

①総人口（人）

869 849 837 835 802 831 818 805 801 801 800 
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過去の状況・現状 予測 目標

（ｇ/人日） １人１日当たりのごみ排出量・１人１日当たりの排出量の推移

⑥1人1日当たりの

排出量

（ｇ/人日）

④1人1日当たりの

ごみ排出量

（ｇ/人日）
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【対象地域図】

岐阜県

三
重
県

静
岡
県

長野県

対象地域
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【地域内の施設の現況と予定（位置図）】

東郷町

みよし市

日進市

三本木最終処分場

※休止中

東郷美化センター

・ごみ焼却工場棟

・リサイクルプラザ工場棟

・エコサイクルプラザ棟

・資源回収ストックヤード

新可燃ごみ処理施設

新粗大・不燃ごみ処理施設

（新設予定地は東郷美化センター）

みよし市不燃物埋立処分場

折戸最終処分場

※埋立終了
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